







































































横浜で輸入ビジネス会社 A．M．APCAR ＆ Co１５を設立した。ミカエルは、ホテル業も含め（グレー
ト・イースタン・ホテル１６、塩屋ビーチ・ハウス・ホテル１７、図２、３参照）、神戸、横浜の貿易会












































命に関する手紙、１９２０ 年７月 ２２ 日
（在日アルメニア大使館から入手）
























































































































































































pages（短編集）、Home Stories of the War、１９０５、４７ pages（小説）、Betrayed Armenia、１９１０、７７ pages（ア
ルメニア時事問題告発書）、The Truth about the Armenian Massacres、１９１０、２６ pages（同）、The Great Evil、
１９１４、１１４ pages（同）、Armenia’s Needs、１９２０（パンフレット）があり、単篇で発表された詩には “America! 
Armenia Calls to Thee”、 “God, Save Armenia”、 “Armenia” などがある。彼女の著書の大多数は自国民の保護
を求めるものである。ダイアナの作品の主なテーマは宗教・政治・帝国主義及びその利害に基づく不正で
あったことが分かった。彼女は日本の大学で講演も行っていた。現在二つを確認することができる。一
つは ｢近東の苦痛｣（Diana Apcar, The Anguish of the Near East, Lecture Delivered before the English-Speaking 
Society of Waseda University, Tokyo, Oct. ２６th, １９１２， （Place of publication is not identified）, １９１２， Columbia 
University　Libraries Online Catalog, http://clio.cul.columbia.edu:７０１８/vwebv/holdingsInfo?bibId=６１９３８８６， 




４　Lucille  Apcar,  Shibaraku: Memories of Japan １９２６-１９４６，  Outskirts Press, Inc, Denver, Colorado, ２０１１， p. ３８
では、ダイアナの生年月日は１８５９年１０月１２日とされているが、出生証明書が見つからないため、彼女の墓
碑に記載されている日付（October １７th １８５９）を用いた。




７　ズムルード・アガベッグの父タデウス・カチック・アヴェトゥーム（Thaddeus Catchik Avetoom, １８１０-
１８６３）は１８２３年にカルカッタに移住した。彼女の生年は１８３２年である（Mesrovb Jacob Seth, History of the 
Armenians in India: From the Earliest times to the present day, Luzac & co., London, １８９７, p. １３７）。
８　ズムルードの生没年は墓標による。カルカッタ、ホリートリニティー教会のアルメニア人の墓地。（筆者
による訪問、２０１３年１月２０日、午前１０時）。
９　Mesrovb Jacob Seth, Armenians in India: From the Earliest times to the present day. A work of original research, 






１１　Nadia H Wright, “Some Armenian marriages in Burma”, Amassia Publishing, http://www.amassia.com.au/
burmam.html（２０１５年９月１４日閲覧）。
１２　　中島偉晴、『Yokohama 外国人墓地の ｢Diana 碑｣ に想う日本アルメニア友好協会』、JAFA 作成、２００８年； 
Արծվի Բախչինյան， ««Հայաստանի Մայրը» Ուրվագիծ Դիանա Աբգարի կյանքի և գործունեության»， 
Բաբկեն Չարեան， Դիանա Աղաբեկ Աբգար． Կյանքը և գործունեությունը， հրատարակություն 









の驚くほど辛辣さのなさ」などに感嘆して記述している（Diana Apcar, “A Woman’s Views about the War”, 
North China Herald, １９０５, pp. １９２-１９３）。
１４　ユネスコ東アジア文化研究センター編『資料御雇い外国人』小学館、１９７５年、９頁。
１５　“Yokohama Directory. A. M. APCAR & CO., １６３, Sanchome. I. Okabe, A. M. Apcar. Proprietor, Export and 
Import. Commission Agents.” （立脇和夫監修『ジャパン・ディレクトリー─幕末明治在日外国人・機関名
鑑 三十五巻、１９０６年 下』（復刻版）ゆまに書房、１９９７年、３２頁）、 “Kobe Directory, A. M. APCAR & Co., P. 
O. Box No. ７０/ Tel. Address: ─ “Apcar”. S. Yamayaki, General Merchants and Commission Agents. A. M. Apcar, 
Kobe, Z. Yoshida, G. Ishiwata, T. Fujii, Telegraphic Codes used: A. B. C. ４th Ed. & A 1.” （同書、５７１頁）。
１６　“Kobe: Great Eastern Hotel. ３６, Division Street. A. M. Apcar, Proprietor”（同書、５３８頁）。
１７　 Anon., “Death of Mr. A. M. Apcar”, The Japan Mail, Dec. 1, １９０６, p. ６９２.
１８　アメリカの赤十字・東シベリア民事課長Ｔ． Ｊ．エドモンズへの手紙（１９１９年４月２１日）に書かれて
い る ＂ A. M. APCAR & Co., Gomei-Kaisha, Yokohama-Kobe-Nagoya-----Telegraphic Address “Apcar”」
という文章から、名古屋にも A. M. APCAR ＆ Co. の支社があったことが分かる（The Hoover Institution 
Archives, American National Red Cross （HIA, ANRC）, Collection ４８２, Box １６５, Folder 6）。
１９　「km１１８-TheGreatEasternHotel 神戸西町通」、絵葉書資料館所蔵。
２０　「ks０２９-Oriental Hotel's シーサイドビラ」、絵葉書資料館所蔵。
２１　Lucille  Apcar,  Shibaraku: Memories of Japan １９２６-１９４６,  Outskirts Press, Inc, Denver, Colorado, ２０１１, p. ３７.
２２　中島偉晴、前掲書、４頁。
２３　L. Apcar, op. cit., pp. ５-６.
２４　ダイアナが複数の家を所有していたのかどうかという件について、現時点ではルシール・アプカーの回想
録に頼るしかないが、この件については、今後の課題としたい。
２５　Mimi Malayan, ２０１２, “Timeline”, http://dianaapcar.org/timeline/（２０１５年９月１４日閲覧）。
２６　何れも筆者による撮影、２０１２年５月１２日。




和国は）ロシアへ帰属することになった。詳しくは， Jean-Pierre Alem, L’Arménie, Presses Universitaires de 





ジャンである。アルメニア第一共和国の外交関係について詳しくは Richard G.Hovannisian, The Republic of 







た」（Սիմոն Վրացյան， Հայաստանի Հանրապետություն， Երևան  «Հայաստան»， １９９３， էջ ４５２：（シモン・
ヴラツィアン、『アルメニア共和国』、エレバン ｢ハヤスタン｣、１９９３年、４５２頁）。ただし、その提案がど
のように扱われたのかは不明である。それに関する資料もない。
３１　Anon., “Woman in Diplomatic Post”, Woodland Daily Democrat, Woodland, California, April ２５, １９２１, p. 2; Anon., 
“World’s First Woman Consul is Mrs. D. A. Apcar in Japan”,  The Japan Advertiser, Tokyo, October ３０, １９２０, p. 5; 
Anon., “First Woman Consul”, Logansport Pharos-Tribune, January 7, １９２１, p. １０; Anon., The Recorder, March １６, 
１９２１, p. 4; Anon., “Woman in Diplomatic Post”, The Cannelton Enquirer, May １４, １９２１, p. 6; Anon., “Dollar Day 
Saturday”, Wisconsin Rapids Daily Tribune, January ２６, １９２１, p. 1; Anon., The Corona Daily Independent, March 
１１, １９２１, p. 2; Anon., The Bismarck Tribune, February 7, １９２１, p. 3; Anon., Reno Evening Gazette, Jan. ２６, １９２１, p. 






３５　同史料。回状のことについてジョーダンへのダイアナの手紙 （１９１４年５月２４日）に述べられている The 
Hoover Institution Archives, David Starr Jordan papers （HIA, DSJP） １７９４-１９５０, Collection ２４０, Box １３, Folder 
1-5, Apcar, Diana Agabeg, １９１０-１９２４。
３６　Japan Advertiser （１８９０-１９４０）： 横浜で創刊され、１９１３年に東京に移転した日刊英字新聞。









Dündar, Crime of Numbers: The Role of Statistics in the Armenian Question （１８７８-１９１８）， Transaction Publishers, 
２０１１, pp. １４８-１４９）、一方、西アルメニアの総大司教管区（The Armenian Patriarchate）によると１９１万４６２０
人と推定されている（Raymond Kevorkian, The Armenian Genocide: A Complete History, I.B.Tauris, ２０１１, p. ２
７８）。また、駐オスマン帝国アメリカ大使ヘンリー・モーゲンソウは２００万人以上の数字を挙げている
（Henry Morgenthau, Ambassador Morgenthau's Story, Garden City, N.Y.: Doubleday, Page & Company, １９１８, p. 
３０９）。ドイツのプロテスタント伝道師ヨハネス・レプシウスはアルメニア人の人口を１８４万５千４５０人と推
定している（Johannes Lepsius, Deutschland und Armenien, １９１４-１９１８ : Sammlung Diplomatischer Aktenstucke, 





６６th Congress 2d Session, Document No. ２６６, Maj. Gen. James G. Harbord, Conditions in the Near East. Report of 
153
ダイアナ・アプカーの日本における人道的活動　　メスロピャン　メリネ
the American Military Mission to Armenia, Washington government printing office １９２０, p. 7）。英国の歴史家アー
ノルド・Ｊ・トインビーは追放以前のアルメニア人の人口を１６０万人、１９１５年の虐殺で生き残ったアル
メニア人を６０万人と推定している（Arnold J. Toynbee,“A Summary of Armenian History up to and including 
１９１５” in The treatment of Armenians in the Ottoman Empire, １９１５-１６  : documents presented to Viscount Grey of 
Fallodon, Secretary of State for Foreign Affairs, by Viscount Bryce, H.M.S.O, London, １９１６, pp. ６４９, ６５０）。最も大
きい虐殺は１９１５-１６年に遂行されたが、殺人、強制的改宗が１９２３年まで続いており、その８年の間の犠牲
者の数、また生き残った人の数を上記の統計より増えただろう。
４２　中島偉晴、前掲書、２頁。また、HIA, ANRC, op. cit., Folder 6, 7 にあるアメリカ赤十字社シベリア支部及
び近東救済委員会との全書簡の情報によっても判断できる。
４３　Bob Der Mugrdechian, Anooshavan, The Intrepid Survivor （Memoir）, Liberty Printing, Fresno, California, １９９５, 
pp. １１５-１１６． ２０１６年１月２４日に筆者が直接デル・ムグルディチャンの息子バルロ ・ーデル・ムグルディチャ
ンに問い合わせたところ、現在はその手紙が残っていないとのことであった。
４４　HIA, ANRC, op. cit., Folder 7.
４５　“List or Manifest of Alien passengers for the United” １９０６-１９２９, from The National Archives, （http://search.
ancestry.com、２０１４年６月２８日閲覧、有料サイト）。
４６　 HIA, ANRC, op. cit., Folder 7.
４７　アルメニア委員会はアメリカ赤十字社との文書のやり取りからウラジオストク で活動していた委員
会であったことが分かるが、具体的に何の委員会であるかは現時点では不明である。ただし、Vicken 






Moumdjian, “Cilicia Under French Mandate, １９１８-１９２１: Armenian Aspirations vs. Turkish Intrigues”, Bazmaveb, 
１９９８,  Vol. CLVI, No.1-4, pp. １１７-１６９）。
４９　T. J. エドモンズへの手紙、１９１９年２月２８日（HIA, ANRC, op. cit.）。
５０　近東救済委員会（Near East Relief）はアメリカでオスマン帝国の崩壊によって引き起こされた中近東の大
規模な人道危機（アルメニア人、アッシリア人、ギリシア人、そこにおける諸民族のグループ）に対して
成立された救済事業機関である。１９１５年に、American Committee for Armenian and Syrian Relief として ア
メリカの大統領ウッドロウ・ウィルソンの援助で設立され、１９１８年に American Committee for Relief in the 
Near East （ＡＣＲＮＥ） の名に変わり、１９１９年にアメリカ会議の法律によって Near East Relief （ＮＥＲ）






５３　 T. J. エドモンズへの書簡、１９１９年、２月２８日。
５４　アルメニアやアッシリアの教会の総主教。
５５　HIA, DSJP, op. cit.
５６　David Starr Jordan, The Days of a Man: Being Memories of a Naturalist, Teacher and Minor Prophet of Democracy, 
154
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他についてはジョーダンへの手紙に挙げられている（HIA, DSJP, op. cit.）。
５８　『渋沢栄一伝記資料　第４０巻』、渋沢青渊記念財団竜門社、渋沢栄一伝記資料刊行会、昭３６（１９５７）年１２
月２０日発行、４７-４８ 頁。
５９　Anon., “Viscount Shibusawa and Gilbert Boles Speak of Need of Help in Armenia”, The Japan Advertiser, Tokyo, 
Saturday, May ２０, １９２２, p. １０. 
６０　１９２２年の為替レートは￥１＝＄０，５１である。＄９千＝￥１万７千６４７である（James Robert Lothian, １９９１, 
“A History of Yen Exchange Rates”, http://www.researchgate.net/publication/２２８１３７５６２_A_History_of_Yen_
Exchange_Rates）。筆者が貨幣価値を、日本銀行、２０１５年６月８日、７. 戦前基準指数、「企業物価指数（２０１０
年基準）」（http://www.boj.or.jp/statistics/pub/pim/）及び日本銀行の対外説明広報のページに記載されてい
る表（http:　//www.boj.or.jp/announcements/education/oshiete/history/j１２.htm/） をもとに計算したところ次
のようになる。大正１１（１９２２）年の物価指数は１．２６６。２０１５年４月の物価指数は７１６．３。すなわち、１００円
は５万６千５８０円であっただろう。何れも２０１５年９月１４ 日閲覧。
６１　『渋沢栄一伝記資料　第４０巻』、前掲頁。
６２　 ｢アルメニヤ問題｣、外交史料館所蔵。
